
指標：

事務事業の
性格

類型

平成 11 年度 終了(予定)時期 平成 年度 会計区分

　Ⅰ-２　投入量

No. 区分 H20年度決算 H21年度決算 Ｈ２２年度決算 H23年度予算 H24年度予算

① 　事業費 （千円） 2,350 7,798 3,913 4,235 6,000 
（千円） 324 351 959 648 648 

201 167 764 451 264 
487 507 1,854 1,386 298 

①’ 委託料 1,338 6,773 336 1,750 4,790 
② （％） 56.9% 86.9% 8.6% 41.3% 79.8%

③ 　人件費（24年度は見込） （千円） 14,661 14,451 14,097 24,283 24,283
職員(課長級） （人） 0.15 0.15 0.15 0.28 0.28
職員(課長補佐級、係長級） （人） 0.45 0.45 0.45 0.70 0.70
職員(係員） （人） 0.95 0.95 0.95 1.70 1.70
嘱託職員等人件費 （千円）

④ 　年間経費（①＋③） （千円） 17,011 22,249 18,010 28,518 30,283 
⑤ 　特定財源（市税等の一般財源以外） （千円）     900 

（千円）

（千円）

その他( )（千円） 　 900 
⑥ 　京都市年間負担経費（④－⑤） （千円） 17,011 22,249 18,010 28,518 29,383 
⑦ 　受益者負担率（受益者負担分÷④） （％） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　委託料が事業費に占める割合（①’÷①）

国庫・府支出金

活　動
内　容

対　象

（どのような手段で）

報償費（委員報酬）

（どのような状態にしたいのか）

基金繰入金

開始時期

目　　的

年間経費等推移

第３次京都市産業廃棄物処理指導計画に係る版下作成

使用料及び賃借料（会場使用料）

環境政策局事業系廃棄物対策室

　排出事業者の高い意識に基づく行動を誘導するとともに，優良な処理業者の育成を図る。また，施設見学会
などを実施し，市民の産業廃棄物に対する正しい理解を促進する。

事務事業評価票 1035004No.

事
業
概
要

6,000 

　Ⅰ-１　事業の概要

A　一般型（平成２２年度分）

通常評価

平成23年度

Ⅰ　事業の概要

　産業廃棄物の排出事業者，処理業者及び市民

（誰を，何を）

受益者負担分(使用料, 手数料等)

 □ 全部補助等

第３次京都市産業廃棄物処理指導計画 □　義務的事業　　■　任意的事業

イベント・講座・普及啓発

その他

■　一般会計　　　□　特別会計

　排出事業者，処理業者及び市民がそれぞれの役割を果たし，相互に連携・協働しながら，行動を一歩進め，
地域から信頼される産業廃棄物処理体制を確立し，循環型社会を構築する。

3,913 
充実

075-366-1394

 □ 全部委託

事業ごみ減量推進課長　志渡澤　祥宏

(連絡先)

産業廃棄物に関する社会意識の高揚
(京都市産業廃棄物処理指導計画推進)

http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/soshiki/5-8-0-0-0.html

２２決算額
（千円）

２３予算額
（千円）

今後の方向性 ２４予算額
（千円）

目標達成度評価

4,235 

イベント参加人数

(評価票作成者)

実施根拠
(法令，条例，
規則，要綱等)

所管局部課等
事務事業名

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

＜委託先の名称＞
山城印刷株式会社
＜委託内容＞
第３次京都市産業廃棄物処理指導計画に係る版下
作成

委託(補助)先の名称，委託(補助)の内容

業務運営方法

 ■ 部分委託

 □ 部分補助等

 □ 直営 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%110%120%

H20年度

H21年度

Ｈ２２年度

かなり悪い 悪い 普通 良い かなり

http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/soshiki/5-8-0-0-0.html


２/２　ページ

事業名

　Ⅱ-２　業績評価（Ⅱ-１　市民と行政の役割分担評価は「通常評価」のため省略）

単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度 H23年度 H24年度

人 570 570 570 570 570
人 557 428 490
％ 97.7% 75.1% 86.0%

評価 良い 普通 良い

 

％

評価

総合評価

指標名 適用年度 単位

指標名 適用年度 単位

No. 単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度

① 人 557 428 490 
② 千円 17,011 22,249 18,010 
③ 円/単位 30,540 51,984 36,755 
④ +70.2% -29.3%

＜現状分析，今後の方針等＞

Ｃ 市民参加度

＜調査の有無＞ ＜調査結果，現状分析等＞

＜調査方法＞ ＜調査時期＞

＜現状分析，今後の方針等＞

分　　析

単位当たり経費（②÷①×1,000円）

イベント参加人数

Ｂ 効率性 年間経費（事業費及び人件費の合計額）

単位当たり経費変動率

指標の選択理由

指標変更
の有無

□ 有　■ 無

平成23年度
（平成２２年度分）

Ⅱ　評価結果

増加することが良いとされる指標

区分

目標値　…①

実績値　…②

産業廃棄物に関する社会意識の高揚
(京都市産業廃棄物処理指導計画推進)

Ａ 目標達成度

目標達成度（②÷①）

指標名

指標１
イベント参加人数

指標の種類

目標値　…①

実績値　…②

目標達成度（②÷①）

□ 有　■ 無

分　　析

＜実績値の変動理由等＞

　チラシ・ポスターの配布数を増やし，昨年度以上に事業の周知に努めたことにより，参加人数が増えた。

指標変更
の有無

指標の種類

指標２

区分

目標値設定の考え方

指標２

指標１

 平成23年度に会場を変更したが，達成度を継続的に比
較できるよう，引き続き，平成20年度～22年度に使用
した会場の定員600人の95％を目標値とした。

　産業廃棄物排出事業者，処理業者，市民及び行政が産業廃棄物に関
する正しい共通認識をするために一堂に会する場であり，成果と投入
量・活動量の関連性が強いため。

アンケート 環境フォーラム実施日

企画段階　□高　□中　■低　□無
　啓発事業として取り組むイベント（環境フォーラム）については，本市が事務局を努
める京都市産業廃棄物連絡協議会で企画・運営を実施しているが，今後市民ボランティ
ア等との連携も考えていく。

評価 かなり悪くなった かなり良くなった

＜コスト変動の理由等＞

充実

（今後の方向性の理由及び具体的な内容）

第３次産業廃棄物処理指導計画を基に，循環型社会の構築に向け引き続き取組を続けていく。
平成２４年度は，３Ｒや適正処理を積極的に取り組む排出事業者に対する認証制度の創設や優良な処
理業者の育成に向けた情報公開の一層の推進等，計画に掲げた新規・充実事業の定着・推進を図る。

平成２１年度と比べ，平成２２年度の活動実績が増加したため効率性が良くなった。

実施段階　□高　■中　□低　□無

評価段階　□高　□中　■低　□無

Ｄ 市民満足度
　■有　　□無　　□該当しない

平成２３年度
の実施状況

循環型社会の構築に向け，産業廃棄物の３Ｒや適正処理を推進するため，以下の事業を行った。
○京都市産業廃棄物３Ｒ推進協議会の開催　○市民啓発事業の実施(環境フォーラムきょうと，さんぱい施設見学会
（エコバスツアー)）　○自主行動計画の制度の見直し(優良な処理業者の育成に向けた情報公開の推進)

市会・監査・
外部機関等か
らの指摘

特になし。

Ｅ 環境保全
及び環境負荷
軽減の要素

 ■　環境　　□　関連　　□　一般 　事業者，処理業者，市民及び行政が産業廃棄物に関する正しい共通認識を持ち，廃棄
物が資源として循環する社会システムを構築するため，今後も計画を推進していく。

Ⅲ　今後の方向性


